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あらまし 本研究では，大規模言語モデルのための，日本語チャットデータセットを構築した．本データセットは，約
840万件のデータを含んでおり，翻訳タスクや，知識タスクなど，様々なタスクをチャット形式で含んだものとなって
いる．構築したデータセットの有効性を確認するために，既存の大規模言語モデルをチューニングし，性能向上を定
性的に確認し，日本語における大規模言語モデルや言語資源の構築における課題を明らかにした．
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Abstract This study constructed a Japanese chat dataset for large language models. The dataset contains approximately 8.4
million records and includes various tasks in chat format, such as translation and knowledge tasks. To confirm the benefits of
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1. は じ め に
大規模言語モデル (LLM) は，近年，著しい性能向上と汎化
が進んでいる．特に，Transformer [1]ベースの大規模言語モデ
ルである，BERT [2] や，GPT シリーズ [3]～[5] は，事前学習
由来の高い性能を発揮している．さらにそれらを発展させたモ
デルとして，ChatGPT [6]や GPT-4 [7]などが有名ではあり，そ
の性能は顕著である．また，Bard [8]や LLaMA [9]，Dolly [10]，
BLOOM [11]，Vicuna [12]などといったモデルも登場している．
言語モデルが乱立している一方で，多様な指示の入力への
対応にはまだまだ難しさがある．例えば，オープンソースの
モデルである LLaMA [9]（注2）の場合，その応答の不完全性から，
Alpaca [13]が登場している．
しかしながら，そうしたモデルの学習に使用されているデー

（注††）：責任著者
（注2）：厳密には，当初はオープンソースではなかったが，一定のライセンス下
で提供されるようになった

タセットも，英語以外の言語への対応は不完全である．例えば，
Alpaca [13]の場合，追加のデータセットは英語のみで提供され
ているため，英語以外の言語で Alpaca のメリットを享受する
ことは難しい．また，Alpacaの元となっている，LLaMA [9]で
あっても，英語以外の言語で書かれた一部の入力に対しては，
英語で回答してしまったり，指示の意味を理解できていない
ケースも多々観測される．
これらの背景を考えると，モデル学習において，英語以外の

言語のデータセットを増強することの必要性が考えられる．し
かしながら，現状の学習モデルの開発競争を考えると，特定の
モデルだけに固執することは良い戦略であるとは考えられず，
数ヶ月後，あるいは 1-2ヶ月後には，最新の学習モデルよりも
性能の良いモデルが出てくることは容易に考えられる．そのた
め，学習モデル自体よりも，その学習を支えるデータセットの
増強は，新しい学習モデルが出てきた場合でも使用できる可能
性があり，有用性が高いとともに，新しい学習モデルを英語以
外の言語に対応させることのハードルを下げるとも言える．
そこで，本研究においては，日本語における，約 840万データ
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を含むチャットデータセットを新たに構築し，そのデータセッ
トの効用について簡単に示す．このデータセットは，オープン
ソースとして，公開を行なっており，また，学習済みモデルも
公開している．

• データセット: https://huggingface.co/datasets/
izumi-lab/llm-japanese-dataset

• 学習済みモデル (LLaMA 1 epoch)：
https://huggingface.co/izumi-lab/llama-13b-japanese-

lora-v0-1ep

詳細については，後述する．また，今後の課題として，更なる
データセット拡張とモデル学習を進める予定である．

2. データセットの構築 (izumi-lab/llm-japanese-
dataset v0)

本研究では，日本語のチャットデータセットを作成した．こ
のデータセット（注3）には，8,393,726 個のデータを含んでいる．
ここでは，その詳細について作成方法とともに説明する．
なお，データセットに関しては，以下のURLで公開している．
• Hugging Face: https://huggingface.co/datasets/

izumi-lab/llm-japanese-dataset

• GitHub: https://github.com/masanorihirano/llm-
japanese-dataset

また，学習時のチャットデータの使用フォーマットは下記の
とおりであり，後述のデータセットの説明時には，冒頭部と改
行を一部省略して示す．

学習時のチャットデータの使用フォーマット
Below is an instruction that describes a task, paired with an
input that provides further context. Write a response that ap-
propriately completes the request.

### Instruction:
{Instruction}

### Input:
{Input}

### Response:
{Resoponse}

2. 1 翻訳タスク
多くの LLMにおいては，英語におけるパフォーマンスが良い
一方で，日本語などの英語以外の言語に対する対応は未熟であ
る場合が多い．この場合，英語においては，知識を十分に学習
できている一方で，そこに対して，日本語などの言語をリンク
させるような学習ができれば，英語で学習されている知識を多
言語に持っていくことができるのではないかと考えた．そのた
め，日本語から英語，英語から日本語の翻訳タスクを設定した．

（注3）：本論文では，v0，特に，v0.1.0 について述べる．今後，アップデートを
行う可能性がある．

翻訳タスクの例 1
### Instruction:
次の日本語を英語に翻訳してください。
### Input:
彼は忙しい生活の中で家族と会うことがない。
### Response:
He doesn’t see his family in his busy life.

翻訳タスクの例 2
### Instruction:
次の英語の論文のタイトルを日本語に翻訳してください。
### Input:
Odd viscosity in chiral active fluids
### Response:
キラル活性流体の odd粘度

なお，翻訳データは，下記のデータセットを加工することで
獲得した．

• Coursera Corpus Mining and Multistage Fine-Tuning for Im-
proving Lectures Translation [14]（注4）：翻訳データをそのまま日英
双方のデータとして活用 (例 1の日英双方向)．ライセンスは，
Apache License 2.0．作成されたデータセットサイズは 106,332．

• ParaNatCom — Parallel English-Japanese abstract corpus
made from Nature Communications articles [15]：論文に関する翻
訳データのうち，タイトルとアブストラクトの対訳を例 2 の
フォーマットで日英双方向で作成．ライセンスは CC BY 4.0．
作成されたデータセットサイズは 1,732．

• Tab-delimited Bilingual Sentence Pairs（注5）：日英の対訳
データを例 1 のフォーマットで双方向で使用．ライセンスは
CC BY．作成されたデータセットサイズは 202,398．

• Asian Language Treebank (ALT) Project [16]（注6）：日英の対
訳データのみに絞り，例 1のフォーマットで双方向で使用．ライ
センスは CC BY 4.0．作成されたデータセットサイズは 39,816．

• Tanaka Corpus（注7）：日英の対訳データを例 1 のフォー
マットで双方向で使用．ライセンスは CC BY．作成されたデー
タセットサイズは 298,026．

• Japanese-English Subtitle Corpus [17]（注8）：日英の対訳デー
タを例 1 のフォーマットで双方向で使用．ライセンスは CC
BY-SA 4.0．作成されたデータセットサイズは 5,396,204．

• 日本語 WordNet [18]（注9）：単語の説明と，使用例につい
て，元のWordNet [19]における英語と対訳データセットとして

（注4）：https://github.com/shyyhs/CourseraParallelCorpusMining より
取得可能
（注5）：http://www.manythings.org/anki/ より取得可能
（注6）：https://www2.nict.go.jp/astrec-att/member/mutiyama/ALT/ より
取得可能
（注7）：http://www.edrdg.org/wiki/index.php/Tanaka_Corpus より取得可
能
（注8）：https://nlp.stanford.edu/projects/jesc/index_ja.html より取
得可能
（注9）：https://bond-lab.github.io/wnja/ より取得可能
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用いて，例 1 のフォーマットで双方向で使用．ライセンスは
BSD likeな独自ライセンス．作成されたデータセットサイズは
367,936．

• やさしい日本語コーパス：「SNOW T15:やさしい日本語
コーパス」[20]および「SNOW T23:やさしい日本語拡張コーパ
ス」 [21]に含まれている，日本語と英語の対訳を例 1のフォー
マットで使用した．ライセンスは CC BY 4.0．作成したデータ
セットサイズは 168,600．
これらを全て合わせると，6,581,044個のデータとなる．これ
は，データセットのおよそ 8割を占めるサイズであるが，前述
のモチベーションから，このまま採用することとした．

2. 2 知識系タスク
続いて，日本語での知識を適切に学習させるために，知識系
のタスクを学習データセットに取り込んだ．
データセット作成に使用したデータは以下のとおりであり，
作成したデータセット例も続けて示す．

• Wikipedia（注10）： Wikipedia のうち，タイトルと最初の
段落を使用することで，単語を説明するタスクとして作成．
ライセンスは CC BY-SA 3.0．作成したデータセットサイズは
1,347,381．

• 日本語 WordNet [18]（注11）：単語と単語の定義部分をもち
いて，単語の説明を要求するチャットとして作成．ライセンス
は BSD likeな独自ライセンス．作成されたデータセットサイズ
は 173,085．

• AI王公式配布データセット Version 2.0（注12）：クイズ形
式のデータセットのため，そのままチャットデータセットとし
て組み込んだ．ライセンスは CC BY-SA 4.0．作成されたデー
タセットサイズは 23,335．

• Japanese Movie Recommendation Dialogue (JMRD) [22]
（注13）：映画に関するメタデータの部分のみを取り出し，映画
の説明とあらすじを示すチャットデータセットとして作成．ラ
イセンスは CC BY-SA 4.0．データセットサイズは 260．

• JCommonsenseQA [23]（注14）：Japanese General Language
Understanding Evaluation (JGLUE)に含まれるタスクの一部で，
常識を問う Q&Aデータセットをそのまま取り込んだ．ライセ
ンスは CC BY-SA 4.0．作成したデータセットサイズは 10,058．

• 青空文庫（注15）：青空文庫で公開されている文学作品等の
うち，著作権が切れているものだけを対象（注16）に，文章の冒頭
部を問う質問と，文章冒頭部から作者とタイトルを問う質問を
作成．作成したデータセットサイズは 33,758．
これらを合計すると，1,587,877個のデータセットとなる．

（注10）：https://dumps.wikimedia.org/ より取得可能．20230401 jawikiバー
ジョンを使用
（注11）：https://bond-lab.github.io/wnja/ より取得可能
（注12）：https://sites.google.com/view/project-aio/datasetより取得可
能
（注13）：https://github.com/ku-nlp/JMRD より取得可能
（注14）：https://github.com/yahoojapan/JGLUE より取得可能
（注15）：https://www.aozora.gr.jp/
（注16）：今回は https://github.com/levelevel/AozoraTxt を使用した．

知識系タスクの例: Wikipedia
### Instruction:
入力されたワードを説明してください。
### Input:
東京大学
### Response:
東京大学（とうきょうだいがく、）は、東京都文京区に本
部を置く日本の国立大学である。略称は東大（とうだい）。

知識系タスクの例: 日本語Wordnet
### Instruction:
「可能」の意味を教えてください。
### Response:
何かをするのに必要な方法、技能またはノウハウまたは権
利を持っている

知識系タスクの例: AI王
### Instruction:
織田信長、豊臣秀吉、徳川家康という３人の戦国武将の性
格を表現するのに用いられる鳥は何でしょう？
### Response:
ホトトギス

知識系タスクの例: JMRD (一部省略)
### Instruction:
となりのトトロについて教えてください。
### Response:
となりのトトロは，１９８８年に製作された映画で、監督
は宮崎駿です。日高のり子、坂本千夏らが出演していま
す。あらすじは以下の通りです。
【あらすじ】
小学生のサツキと妹のメイは、母の療養のために父と一緒
に初夏の頃の農村へ引っ越してくる。引越...

知識系タスクの例: JCommonsenseQA
### Instruction:
主に子ども向けのもので、イラストのついた物語が書かれ
ているものはどれ？
### Input:
世界、写真集、絵本、論文、図鑑
### Response:
絵本

知識系タスクの例: 青空文庫 (1)
### Instruction:
ツルゲーネフの作品『はつ恋』の冒頭を教えてください。
### Response:
「客はもうとうに散ってしまった。時計が零時半《れいじ
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はん》を打った。部屋の中に残ったのは、主人と、セルゲ
イ・ニコラーエヴィチと、ヴラジーミル・ペトローヴィチ
だけである。主人は呼鈴《よびりん》を鳴らして、」です。

知識系タスクの例: 青空文庫 (2)
### Instruction:
「二人の若い紳士《しんし》が、すっかりイギリスの兵隊
のかたちをして、ぴかぴかする鉄砲《てっぽう》をかつい
で、白熊《しろくま》のような犬を二｜疋《ひき》つれて、
だいぶ山奥《やまおく》の、木の葉のかさかさし」で始ま
る文学作品の作者とタイトルを教えてください。
### Response:
宮沢賢治の『注文の多い料理店』です。

2. 3 その他のタスク
2. 3. 1 論文タイトルの作成とアブストラクトの想像
前出の ParaNatCom — Parallel English-Japanese abstract corpus

made from Nature Communications articles [15] を用いて，論文
に関連するタスクを作成した．詳細は下記のとおりである．な
お，ライセンスは CC BY 4.0．作成されたデータセットサイズ
は 1,732．

タスクの例 1 (一部省略)
### Instruction:
論文のアブストラクトからタイトルを作ってください。
### Input:
超薄型ナノ構造、特に厚さが原子レベルのものは、例外的
な光－物質相互作用により、通常他に類を見ない光学特性
を示す。ここで我々は、原子レベルサイズ（厚さ 0.5 nm）
と調整可能なリング内リング構造を有する硫黄ドープ型酸
化モリブデン・ナノリングの簡単な合成戦略を報告する。
これらの原...
### Response:
フルスペクトル吸収と光応答特性を有する原子レベル酸化
モリブデン・ナノリング

タスクの例 2 (一部省略)
### Instruction:
論文のタイトルからアブストラクトを想像して書いてくだ
さい。
### Input:
表面プラズモンによって誘起される長波長光子の直接的な
検出
### Response:
ミリメートル及びテラヘルツ波の光検出器は、幅広い応用
範囲のために長い間大きな関心が持たれているが、依然と
して検出性能における課題に直面している。ここで、我々
は、アンテナ支援のサブ波長オーミック金属－半導体－金
属（OMSM）構造における局所化された表面プラズモン・

ポラリトン（SPP）によって...

2. 3. 2 ニュースタイトルの生成
日本語版 Wikinews から記事を取得（注17）し，記事本文とタイ

トルに分離し，記事本文からタイトルを生成するタスクとして
設定．ライセンスは CC BY 2.5．作成したデータセットサイズ
は 4,265．

タスクの例 (一部省略)
### Instruction:
次のニュース記事にタイトルをつけてください。
### Input:
岩波書店は約 10年ぶりの大改訂となる「広辞苑第六版」
を 1月 11日に発売した。J-CASTによると広辞苑は 1955
年に発売された初版も含めると累計 1100万部を誇り、ベ
ストセラー...
### Response:
10年ぶりに広辞苑が大改訂―第六版発売

2. 3. 3 抜き出しによる回答
知識と翻訳以外にも，与えられた文脈の中から回答を抜き出し

形のタスクも採用した．元データとして，JSQuAD [23]（注18）を使
用した．JSQuADも，Japanese General Language Understanding
Evaluation (JGLUE)に含まれるタスクの一部で，そのまま取り
込んだ．ライセンスは CC BY-SA 4.0．作成したデータセット
サイズは 67,491．

タスクの例 (一部省略)
### Instruction:
天然痘の大流行が起こったのはいつか。
### Input:
聖武天皇：天平 9年（737年）に天然痘の大流行が起こり、
藤原四兄弟を始めとする政府高官のほとんどが病死する
という惨事に見舞われ、急遽、長屋王の実弟である鈴鹿王
を知太政官事に任じて辛うじて政府の体裁を整える。さら
に、天平 12年（740年）には藤原広嗣の乱が起こってい
る。...
### Response:
天平 9年（737年）

2. 3. 4 やさしい日本語データセット
通常の日本語をやさしい日本語に書き換えるタスクを取り込

んだ．元データとしては，SNOW T15: やさしい日本語コーパ
ス [20]および SNOW T23:やさしい日本語拡張コーパス [21]を
加工して使用した．ライセンスは CC BY 4.0．作成したデータ
セットサイズは 84,300．

（注17）：https://ja.wikinews.org/wiki/ より，クローリングにて取得
（注18）：https://github.com/yahoojapan/JGLUE より取得可能
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タスクの例
### Instruction:
以下の日本語をやさしい日本語に言い換えてください。
### Input:
ビルには冒険心がまったくない。
### Response:
ビルには危険なことをする気持ちが全くない。

2. 4 既存のチャットデータセットの日本語翻訳版
そのほかに，すでに公開されている既存のチャットデータ
セットの日本語翻訳版も取り込んだ．取り込んだデータセット
は以下の通りである．

• Japanese-Alpaca-LoRA（注19）： Alpaca [13]のデータセット
を日本語に翻訳したもの．ライセンスは Apache License 2.0．
データセットサイズは 52,002．

• databricks-dolly-15k-ja（注20）：Dolly [10]の学習に使用され
たデータセットの日本語翻訳版．ライセンスは CC BY-SA 3.0．
データセットサイズは 15,015．

3. データセットを用いたモデル構築と評価
LLM のスクラッチからの構築には大量の計算資源を必要と
する．さらに，パラメータ数の多い LLMモデルは，事前学習
に限らずファインチューニングにおいても GPUリソースを必
要とする．本研究では，精度を大きく下げないまま大規模モデ
ルをファインチューニングするための手法として LoRA [24]を
用いる．LoRAでは，LLMのパラメータの差分のみを小規模パ
ラメータで更新する．実験の際に使用した主なパラメータを以
下に示す．

• ベースモデル: LLaMA 13B [9]
• 学習率: 3e-4
• 入力長: 256トークン
• バッチサイズ: 130
• エポック数: 1
• LoRAの r: 4
• LoRAの 𝛼: 16
• LoRAの Dropout率: 0.05
• LoRAのチューニングパラメータ: q proj, v proj

実装には PEFT [25]，DeepSpeed ZeRO 2 [26] を用いた．なお，
このモデルは，https://huggingface.co/izumi-lab/llama-
13b-japanese-lora-v0-1epにて公開している．
なお，実験での再現性を高めるために，プロンプトの生成の
温度パラメータは 0.0とした．以下に，いくつか，性能を比較
するために行った定性的な比較を示す．

（注19）：https://github.com/masa3141/japanese-alpaca-lora より取得可
能
（注20）：https://github.com/kunishou/databricks-dolly-15k-ja より取
得可能

応答の比較 (1)
###入力:
あなたは誰ですか？
###出力 (LLaMA+LoRA):
私は人間です。
###出力 (LLaMA):
このアプリケーションは、Googleのアイテムを使用して
います。

応答の比較 (2)
###入力:
東京から大阪の行き方を教えてください。
###出力 (LLaMA+LoRA):
東京から大阪の行き方は、東京駅から東京駅から大阪駅ま
での列車で行きます。
###出力 (LLaMA):
東京から大阪の行き方を教えてください。

応答の比較 (3)
###入力:
東京大学はどこにありますか？
###出力 (LLaMA+LoRA):
東京大学は日本の東京都にあります。
###出力 (LLaMA):
東京大学は東京都文京区文京 1-1-1です。
(著者注：東京大学の住所は文京区本郷 7-3-1です．)

応答の比較 (4)
###入力:
電話が鳴りました。どうするべきですか？
###出力 (LLaMA+LoRA):
電話を切ることです。
###出力 (LLaMA):
電話が鳴りました。電話を受け取ると、電話を受け取った
方が電話を受け取った方に電話を受け取るべきです。

応答の比較 (5)
###入力:
京都の三大祭りと言えば何？
###出力 (LLaMA+LoRA):
京都の三大祭りは、春の祭り、夏の祭り、秋の祭りです。
###出力 (LLaMA):
京都の三大祭りと言えば何？
京都の三大祭りと言えば何？
京都の三大祭りと言えば何？

4. 考 察
本研究においては，izumi-lab/llm-japanese-dataset v0という，
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データセットの構築を実施した．このデータセットの構築にお
いては，日英の翻訳タスクを中心に，約 840万件のデータセッ
トを構築した．この目的は，英語を中心に構築されている LLM
に対して，追加で LoRAによる学習を行うことで，英語の言語
処理能力と日本語での入出力を接続できるような学習を行い，
日本語における性能向上をさせることであった．
実際の学習後のプロンプトを確認すると，若干ではあるが，
性能が向上しているようにも見える．今回の学習においては，
LLaMAを 1 epochのみ LoRAで学習させただけである．その
ため，その学習による差分は少ない可能性があり，さらなる
epoch 数の増加は今後の課題であるが，結果を見る限りでは，
今回のデータセット構築は，有効である可能性がある．たとえ
ば，応答の比較 (4)，(5)で示したものは，答えは正しくないも
の，LoRAを行うことにより，出力の日本語はより適切な出力
となっている．また，応答の比較 (2)，(3)についても，応答と
してはたどたどしいものの，正しい応答をするようには変化し
ている．
しかしながら，今回の定性的な比較だけでは，適切な比較で
はなく，比較手法の確立も今後の課題であろう．より，正確な
評価を行っていくためには，日本語に特化した評価データセッ
トの構築が必要であり，Language Model Evaluation Harness [27]
のような評価スキームの日本語版の必要性が高いのではないだ
ろうか．

5. ま と め
本研究では，大規模言語モデルのチャット応答に対する学
習のための日本語チャットデータセットの構築を行った．主
に，日本語以外の言語で作成された大規模言語モデルに対して，
チャット応答のチューニングを行うことが可能であり，実際に，
このデータセットを用いて学習を行った場合の性能を定性的に
確認した．データセットは，公開をしており，広く利用可能で
ある．また，今回のデータセットの性能確認のためのモデル構
築を通じて，日本語における大規模言語モデルの構築における
課題も明らかになった．
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